
コンピテンシー：

成果を生む望ましい行動特性

総合的なバランスを計る指数。60以上が望ましい。

課題を達成していくために

必要な能力

組織・企業において

人間関係を構築していく能

業務に対する姿勢、

行動に対する判断基準

生まれ育った環境や、

経験で形成された物事を

捉える基本的な気質、気性

コンピテンシーは、学習によって伸ばすことが可能なため、

自社で必要とされるコンピテンシーを絞り、本人の指数とあわせて

確認する事により、伸ばすべき行動特性が見えてきます。

どんな能力が強く、どんな能力が弱いのかを確認する事により、

それぞれの能力の特徴と、それに向いた適性業務を見ることが

できます。

仕事の中で数字と向き合い、

それをどう処理していくかという

局面で発揮する能力
事務的な仕事を遂行する能力

実体のない抽象的世界で思考を

めぐらすことができる能力

事実に基づいて、ものごとを論理的に

考えていくという能力

空間把握力を含め、技術的な

業務にむいているかどうかを

はかる項目

言葉の意味や話の要旨を的確に

とらえて理解できる能力
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自分自身を社会的によく見せたい

という傾向を測る指数


